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内容内容

趣味 娯楽 生 時 分 分析• 趣味・娯楽への生活時間配分の分析

– 15分単位の時間帯の統合に関する考察分単位 時間帯 統合 関する考察

– １日の中での行動回数と１回当たり継続時間

趣味・娯楽の種類と行動時間の関連– 趣味・娯楽の種類と行動時間の関連
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匿名データの利用に当たって匿名データの利用に当たって

既存 統計表 あまり使われ な 属性• 既存の統計表であまり使われていない属性
について、分析対象の行動（趣味・娯楽）との
関連を確認する関連を確認する

• 属性を組み合わせて、項目を新たに作成す属性を組み合わせて、項目を新たに作成す
る

• 行動者率・平均時間・平均時刻とは別の観点• 行動者率・平均時間・平均時刻とは別の観点
で、要約を試みる

特定の集団に限定して分析するときは 適切• 特定の集団に限定して分析するときは、適切
な標本サイズを確保しているか留意する
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平成13年社会生活基本調査平成13年社会生活基本調査

成 年 査 成 年 在• 平成13年調査は平成13年10月20日現在で
実施

• 生活時間については、10月13日（土）から10
月21日（日）までの9日間のうち 調査区ごと月21日（日）までの9日間のうち、調査区ごと
に指定した連続する2日間について調査

• 約７万７千世帯に居住する10歳以上の世帯
員約20万人が対象員約20万人が対象
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趣味・娯楽活動への時間配分趣味・娯楽活動への時間配分

ふだん 就業状態によ

有業者（主 無業者

• ふだんの就業状態によ
る違いをみる

有業者（主に仕事）と無

趣味・娯楽の行動者率及び
行動者平均時間（平日）

有業者（主
に仕事）

無業者

行動者率 16.5％ 32.1％

• 有業者（主に仕事）と無
業者では行動者率に２
倍の違いがある

行動者平均
時間

２時間16分 ２時間41分
倍の違いがある

• 行動者平均時間はあま
り変わらない（時間階り変わらない（時間階
級別にみると、１時間
～１時間30分未満が最

平成13年社会生活基本調査（総務省統計局）

１時間30分未満が最
も多い）
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趣味・娯楽活動への時間配分趣味・娯楽活動への時間配分

分単位 時間帯• 15分単位の時間帯
別行動者率をみる

趣味・娯楽の時間帯別行動者率（平日）

• 無業者は昼間に２
つの大きなピーク

• 有業者（主に仕事）
はいずれの時間帯はいずれの時間帯
も４％以下の低い
値⇔１日全体では値 １日全体では
16.5％なのに？平成13年社会生活基本調査（総務省統計局）
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分析の観点分析の観点

分単位の行動者率が１日を通して低いた• 15分単位の行動者率が１日を通して低いた
め、より長い時間にまとめて要約する

• １日の中での趣味・娯楽活動の回数と１回当
り継続時間をみる⇒時間帯の幅の選択り継続時間を 時間帯 幅 選択

• 趣味・娯楽の種類による活動時間の違いを
みるみる

デ がミクロデータを使うことでこれらの分析が可能に
なった
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時間帯について時間帯について

行動を 分単位 記• 行動を15分単位に記入
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生活時間編の記入例生活時間編の記入例
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時間帯の幅の変更時間帯の幅の変更

趣味 娯楽の時間帯別行動者率（金曜日 有業者（主に仕事） 25 59歳）

10

趣味・娯楽の時間帯別行動者率（金曜日・有業者（主に仕事）・25～59歳）
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時間帯の区分統合による要約時間帯の区分統合による要約

分単位 時間単位

趣味・娯楽の年齢階級，時間帯別行動者率
（土曜日・有業者（主に仕事））

15分単位 ６時間単位
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時間帯の長さと行動者率時間帯の長さと行動者率

15分単位と30分単位の線がほぼ重なっている
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時間帯別行動者率の計算時間帯別行動者率の計算

１５分ごとに入れ替わる場合

18:00～
18 15

18:15～
18 30

18:00～
18 30

３０分継続している場合

18:00～
18 15

18:15～
18 30

18:00～
18 3018:15 18:30 18:30

個人Ａ ○ － ○

個人Ｂ － ○ ○

18:15 18:30 18:30

個人Ａ ○ ○ ○

個人Ｂ － － －個人Ｂ ○ ○

個人Ｃ － － －

個人Ｄ － － －

個人Ｂ

個人Ｃ － － －

個人Ｄ － － －

個人Ｅ － － －

行動者
率

２０％ ２０％ ４０％

個人Ｅ － － －

行動者
率

２０％ ２０％ ２０％
率 率

○：当該行動をした、－：当該行動をしなかった
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行動回数と継続時間行動回数と継続時間

行動回数 回当たり継続時間

趣味・娯楽の年齢階級別行動回数構成比・継続時間構成比
（金曜日・有業者（主に仕事））

行動回数 １回当たり継続時間
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行動回数と継続時間行動回数と継続時間

動 金 有業者• １日に１回のみ活動（金曜日の有業者）

• １回当たり継続時間は１時間、30分、１時間１回当たり継続時間は１時間、30分、１時間
30分の順（金曜日の有業者）

⇒時間帯の単位時間は１時間または30分が適時間帯の単位時間は 時間または 分が適
切かもしれない
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行動の時間帯の選択行動の時間帯の選択

だ 就業状態 趣味 娯楽 動ふだんの就業状態，趣味・娯楽の行動開
始時間帯別行動者構成比（金曜日）

• 無業者は午前と午後の２回
0% 20% 40% 60% 80% 100%

のピークがあるが、行動回
数は１回が６割を占める。
また 朝から開始のみが約

ふだんの仕事の状態計

また、朝から開始のみが約
２割，午後から開始のみが
３割 夜・未明から開始の

主に仕事

家事・通学のかたわらに仕事 ３割，夜 未明から開始の
みが２割である

• 時間帯の選択は、属性によ
無業者

時間帯の選択は、属性によ
るのか？趣味・娯楽の種類
によるのか？

朝 午後 夜・未明

朝、午後 朝、夜・未明 午後、夜・未明

朝、午後、夜・未明
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行動回数による分析の可能性行動回数による分析の可能性

• 趣味・娯楽以外の行動についても、行動回数
を算出した

• 年齢階級、ふだんの就業状態、曜日による違
いが顕著なものがあるいが顕著なものがある

– 食事の回数

– 育児の行動者平均時間と回数の関係 など

• 長時間にわたる行動（睡眠 仕事等）につい長時間にわたる行動（睡眠、仕事等）につい
ては、回数は意味がない
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行動回数による分析例行動回数による分析例

曜日別食事の回数 ふだんの就業状態別食事の回数曜日別食事の回数
（有業者（主に仕事））

ふだんの就業状態別食事の回数
（平日、15～24歳）

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

月曜日

火曜日

ふだんの就業状態 計

主に仕事

水曜日

木曜日

主に仕事

家事・通学などのかたわらに仕

事

金曜日

土曜日

通学

日曜日

０回 １回 ２回 ３回 ４回以上

家事・その他

０回 １回 ２回 ３回 ４回以上
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行動回数・継続時間の分析例行動回数・継続時間の分析例

家事 育児の行動回数及び継続時間 家事・育児の行動者平均時間 （分）家事・育児の行動回数及び継続時間
夫婦と子供の世帯の妻 日曜日

家事・育児の行動者平均時間 （分）
夫婦と子供の世帯の妻 日曜日

末子の年齢
共働き 夫のみ有業

90

9

10

末子の年齢
共働き 夫のみ有業

０歳 462 442 

１～２歳 334 361
60

70

80

6

7

8

9

継
続 １ ２歳 334 361 

３～５歳 254 308 
30

40

50

3

4

5

6
続
時
間
（
分
）

回
数

0

10

20

0

1

2

歳 歳 歳

行動者平均時間
＝行動者平均回数×平均継続時間

０歳 １～２歳 ３～５歳

末子の年齢

共働き 回数 夫のみ有業 回数

共働き 継続時間 夫のみ有業 継続時間

動者 数 続
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行動の種類（生活時間編）行動の種類（生活時間編）

プ ド方式 る• プリコード方式による20
分類（調査票Ａ）

• 趣味・娯楽の詳細は分
からない
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趣味・娯楽の種類（生活行動編）趣味・娯楽の種類（生活行動編）
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年間頻度と行動時間の関係年間頻度と行動時間の関係

• 年間活動頻度が高いものは調査日の２日間
にも出現するのではないか⇒過去１年間のも出現する な 過去 年間
状況と２日間の状況をクロス集計

• １年間の行動日数：年100日未満と年100日• １年間の行動日数：年100日未満と年100日
以上（週２日以上に相当）の２区分にする⇒
年 日以上の場合の趣味 娯楽の行動時年100日以上の場合の趣味・娯楽の行動時
間の長さをみる
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種類別年間頻度と行動時間種類別年間頻度と行動時間
趣味・娯楽の種類，行動日数の多寡，行動時間別行動者・非行動者（延
べ数）構成比（有業者（主に仕事））べ数）構成比（有業者（主に仕事））

生活行動編における行動日数の多寡
しなかっ
た

１時間以
下

１～２時
間以下

２～３時
間以下

３～４時
間以下

４～５時
間以下

５～６時
間以下

６時間超

生活時間編における趣味・娯楽の行動時間

活行動編 おける行動 数 多寡 下 間以下 間以下 間以下 間以下 間以下
趣味・娯楽　計 62.6% 5.5% 7.2% 5.7% 4.3% 3.5% 2.5% 8.7%
楽器の演奏

年１００日未満、不詳 63.1% 5.5% 7.2% 5.6% 4.2% 3.4% 2.5% 8.5%
年１００日以上 35.0% 8.3% 11.1% 8.8% 7.3% 6.6% 5.1% 17.8%

園芸 庭いじり ガ デ ング園芸・庭いじり・ガーデニング
年１００日未満、不詳 63.0% 5.4% 7.1% 5.6% 4.2% 3.5% 2.5% 8.6%
年１００日以上 50.3% 8.4% 9.5% 7.7% 6.0% 4.7% 3.8% 9.7%

趣味としての読書
年１００日未満 不詳 64 8% 5 2% 6 8% 5 5% 4 1% 3 2% 2 3% 8 2%年１００日未満、不詳 64.8% 5.2% 6.8% 5.5% 4.1% 3.2% 2.3% 8.2%
年１００日以上 49.1% 7.8% 9.9% 7.1% 5.5% 5.0% 4.0% 11.6%

パチンコ
年１００日未満、不詳 63.4% 5.6% 7.2% 5.7% 4.2% 3.4% 2.4% 8.1%
年１００日以上 35.7% 3.9% 8.1% 6.4% 7.0% 6.2% 4.6% 28.0%

テレビゲーム（家庭で行うもの　携帯用を含む）

年１００日未満、不詳 64.2% 5.5% 7.1% 5.5% 4.2% 3.3% 2.4% 7.9%
年１００日以上 42.3% 5.6% 8.6% 8.2% 5.7% 5.9% 4.5% 19.3%
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種類別年間頻度と行動時間種類別年間頻度と行動時間

行動日数が年 日以上の場合 半分以上• 行動日数が年100日以上の場合、半分以上
が生活時間調査日にも趣味・娯楽活動を行っ

るている

• 「パチンコ」の場合」 場合

– パチンコの行動日数が多い人は、生活時間調査
日の趣味・娯楽活動の時間が特に長い趣味 娯楽活動 時間 特 長

– パチンコの行動日数が多い人は、他の種類の趣
味・娯楽の行動日数は全体的に少ない味 娯楽 行動 数 体 少な

⇒生活時間調査日の趣味・娯楽活動は「パチンコ」
の可能性が高い能性 高
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まとめまとめ

15分単位の行動者率が全体的に低い趣味 娯• 15分単位の行動者率が全体的に低い趣味・娯
楽においては、単位時間を長くすることで特徴を
要約できる要約できる。

• 趣味・娯楽の活動は、１日に１回の場合が多い
が複数回の場合もある また １回当たり行動時が複数回の場合もある。また、１回当たり行動時
間の最頻値は、時間帯の単位時間を決めるた
めの基準となる。

• １日の生活時間に関する事項と１年間の生活行
動に関する事項をクロス集計することによって、
趣味 娯楽 種類と生活時間配分 関連性をみ趣味・娯楽の種類と生活時間配分の関連性をみ
ることができる。

252011/11/11



＜ご案内＞＜ご案内＞

本日午前の発表（ 本）は 来年度に（財）統計情• 本日午前の発表（3本）は、来年度に（財）統計情
報研究開発センターから発行を予定している二
次利用に関するガイドブ クに 「分析事例 とし次利用に関するガイドブックに、「分析事例」とし
て収録する予定です。

ガ ドブ 的統計 次• ガイドブックでは、公的統計の二次利用につい
て、手続きの具体的な内容や、初期段階の分析
方法を実例を踏まえて解説します方法を実例を踏まえて解説します。

• 発行時期や内容などの詳細は、確定次第財団
掲載する 定 すＨＰに掲載する予定です。

http://www.sinfonica.or.jp/p jp



利用上の注意利用上の注意

本研究において使用した「社会生活基本調
査」（平成３年、８年、13年）の匿名データは、統

計法等の規定に基づき、独立行政法人統計セ
ンターに提供依頼を申出 承諾を得て提供を受ンタ に提供依頼を申出、承諾を得て提供を受
けたものである。本稿に掲載した匿名データに
基づく結果は 筆者が独自に作成 加工した統基づく結果は、筆者が独自に作成・加工した統
計であり、総務省統計局が作成・公表している
統計等とは異なる統計等とは異なる。

272011/11/11



謝辞謝辞

独立行政法人統計センター製表部統計作成
支援課の担当各位には多大なお世話をいただ支援課 担当各位 多大なお世話を
きました。記して謝意を表します。

282011/11/11


